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食物栄養学科在籍女子学生の食事内容を摂取食品数に着目して調査し，栄養摂取
状況の問題点を把握し，改善策を検討する．

食物栄養学科在籍女子学生104名を対象に年間３回，各回連続３日間について，
配票，留置自記方式の食物摂取状況調査を行なった．体格指数としてはBM工
(Body Mass Index)を用いた．得た成績を調査時期別，生活形態別に分け検討し
た．さらに，食事調査に対する意識調査アンケートを行ない検討した．

結果　1.生活形態別の１人１日あたり摂取食品数は自宅通学生が若干多かったものの
　　　　　顕著な差は認められなかった．
　　　2.調査時期別に摂取食品数の差は認められなかった．
　　　3.食事調査に対する意識の違いは生活形態別には認められなかった．
　　　4,摂取頻度の高い食品群として米・パン・めん類とその他の野菜が，また摂取
　　　　　頻度の低い食品群として海草類，いも類があげられた．
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　（目的）社会状況の変化に伴い家庭に様々な影響が現れ、現在我々の食生活は多様化している｡

情報文化の発達により食事のグルメ化やファッション化か進み、日本人の食パターンが崩壊した

ため若者の嗜好は画一化され単純化している｡また、流通の拡大によりIN;界中から食品が入りこ

み、いつでもどこででも食することができる状況にある。この飽食の時代に育った若者達とその

母親について食生活に関する意識調査を行い、比較検討を試み若干の知見を得たので報告する。

　（方法）対象は、本学学生97名、本学生徒79名とその母親131名である。調査は199i'I|--12月から１

月の時期に、質問紙による自己記入法によって行った。回収率は学生・生徒100.0％、母親77.2

％である。調査内容は。食ライフスタイル・健康関心度・嗜好の３項目について相違点を探るべ

く調査を行った。

　（結果）学生・生徒群は食に対する関心度が薄く、食事をする相手を選び、楽しく食事をする食

ファッション化傾向が強い。健康に対しては、食無感心型が多く「食事にお金をかけるより他の

ことに使いたい」と答えた者は59.4％で母親群の３倍であった。母親群では健康に気を使いなが

ら食事をとる食健康派が91.4％と多く、特に塩分、食物繊維、カルシウムの摂取に留意している

傾向がみられた。さらに、家族とのコミュニケーションを大切に考え、食生活の向上を意識して

いる食健全派も多かったが、実際には家族そろって食事をする頻度は「ほとんど毎日」が40.7％

であった。嗜好について好きなものは、学生・生徒群ではスパゲティー、ハンバーグ、果物、カ

レーライスの順で欧米画一型志向がみられ、母親群は煮物、果物、寿司の順で和風素材型志向で

あった。
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